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天
王
星
及
び
海
王
星
に
就
い
て

宮

原

節

　
　
去
る
山
一
月
十
日
同
静
曾
㎜
四
山
悩
乱
部
に
て
ハ
ー
シ
ェ
ル
紀
念
闇
講
演
會
が
開
か

　
　
れ
た
O
左
に
其
時
な
し
点
る
講
演
の
大
要
を
寵
す
こ
と
に
し
た
O

　
ハ
t
シ
ェ
ル
に
就
き
て
忘
る
あ
こ
ご
の
出
來
な
い
大
な
る
事
柄
の
一

つ
は
、
彼
が
有
史
以
來
最
初
に
太
陽
系
の
遊
星
の
一
つ
な
る
天
王
星
を

二
見
し
た
こ
ご
で
あ
る
。
今
日
の
ハ
ー
シ
ェ
ル
紀
念
講
演
會
に
あ
た
り

天
王
星
の
概
観
を
知
る
こ
ご
は
無
慧
味
の
こ
ご
で
は
無
い
ご
思
ふ
。
天

王
星
の
畿
見
が
導
火
線
ご
な
っ
て
再
び
太
陽
系
に
著
す
る
一
遊
星
が
嚢

見
さ
れ
た
。
こ
れ
が
今
口
口
太
陽
剛
系
の
肥
取
外
側
に
あ
・
9
ご
考
へ
ら
る
」
海

王
星
で
あ
る
。
此
の
海
王
星
が
尊
見
さ
れ
た
る
歴
史
は
ニ
ウ
ト
ン
の
萬

有
引
力
の
言
論
が
如
何
に
正
確
に
天
鰹
問
に
當
て
は
ま
る
か
を
語
る
好

適
例
の
一
つ
で
あ
り
、
理
論
天
交
學
の
見
事
な
る
勝
利
を
示
す
堀
柄
の

一
つ
ご
し
て
甚
だ
興
味
あ
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
う
て
、
天
王
星
ご

海
王
星
ご
は
甜
揚
る
ム
こ
ご
の
出
馬
な
い
關
係
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　
爾
緊
緊
太
陽
よ
り
非
常
に
離
れ
て
居
る
。
天
、
王
星
ご
太
陽
ご
の
距
離

は
地
学
ご
太
陽
ε
の
距
離
（
九
千
二
百
入
十
萬
哩
）
の
十
九
倍
に
し
て

ボ
ー
デ
（
し
ロ
。
α
⑨
の
歎
ご
昏
々
一
致
す
る
。
海
王
星
は
同
じ
く
三
十
倍
で

あ
る
が
此
の
数
は
ボ
ー
デ
の
数
ご
は
少
し
小
さ
い
。
何
れ
も
地
球
よ
ウ

直
径
が
大
き
い
。
印
ち
地
球
の
直
径
は
赤
道
に
於
て
七
干
九
百
十
三
哩

あ
る
が
天
王
星
は
三
萬
二
干
哩
、
海
王
星
は
三
萬
五
干
哩
あ
る
。
し
か

し
密
度
は
地
球
の
五
●
五
三
に
謝
し
て
天
王
星
は
一
●
二
二
、
海
王
星
は

丁
一
一
で
何
れ
も
地
球
よ
ウ
小
さ
い
。
此
の
密
度
の
小
な
る
こ
ご
は

爾
星
が
未
だ
瓦
斯
の
歌
態
に
近
い
も
の
ご
想
像
さ
れ
る
。
爾
…
星
よ
り
來

る
光
を
分
光
器
に
て
分
解
し
て
見
る
ε
、
其
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
何
れ
も

強
い
吸
牧
帯
が
表
は
れ
て
居
る
。
そ
う
し
て
、
暴
言
は
海
王
星
の
方
が

一
層
大
き
い
こ
ご
を
示
し
て
居
る
。
吾
人
が
天
王
皇
及
海
王
星
よ
う
受

く
る
光
は
云
ふ
迄
も
な
（
太
陽
の
光
の
反
射
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
太

陽
よ
ウ
出
だ
る
光
は
、
太
陽
の
周
園
に
あ
る
大
氣
に
て
幾
分
か
の
吸
「
牧

を
う
け
、
地
球
の
嘉
島
に
て
更
に
吸
牧
を
う
り
て
其
残
う
が
吾
人
の
目

に
入
る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
く
二
回
の
吸
牧
を
う
け
る
結
果
、
ス
ペ
ク

ト
ル
に
は
、
フ
ラ
ウ
ン
ホ
！
フ
ェ
ル
線
こ
し
て
知
ら
る
・
数
零
本
の
異

線
が
顯
は
れ
る
の
で
あ
る
。
海
王
星
及
天
王
星
よ
う
來
る
光
を
考
へ
た

場
合
に
は
、
光
は
更
に
、
爾
星
を
包
む
大
氣
を
往
復
す
る
か
ら
、
此
の

光
を
分
光
器
で
見
た
時
、
そ
の
ズ
ベ
ク
ト
ル
が
、
太
陽
か
ら
直
接
地
球

に
來
る
光
の
ス
ベ
ク
7
ル
ご
里
ハ
っ
て
居
る
な
ら
ば
、
此
の
事
を
爾
…
星
を

包
む
大
氣
の
あ
る
こ
ご
を
示
す
も
の
で
は
な
ら
な
い
。
天
王
星
及
海
王

星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
温
き
吸
牧
帯
が
あ
る
こ
ご
は
、
爾
星
は
太
の
陽
．
光

を
吸
署
す
る
物
質
を
有
す
る
大
氣
に
て
包
ま
れ
て
居
る
こ
ご
を
示
す
も
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の
で
、
其
の
中
に
は
未
だ
地
球
上
で
知
ら
れ
て
居
な
い
物
質
も
存
在
す

る
様
に
思
は
れ
る
。
其
の
吸
牧
の
張
さ
か
ら
見
て
、
爾
星
を
包
む
大
氣

は
相
當
に
濃
厚
な
る
も
の
こ
思
は
れ
る
。
此
の
事
は
、
反
射
牽
よ
う
も

考
へ
ら
る
・
こ
ご
で
、
天
王
星
の
反
射
牽
は
○
・
六
〇
、
海
王
は
爆
b
・

五
二
で
、
他
の
遊
星
に
比
べ
て
相
孫
に
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
も
大

氣
が
濃
厚
な
る
こ
ご
が
想
像
さ
れ
る
。

　
天
王
星
は
一
七
八
一
年
三
月
十
三
日
に
英
の
ラ
イ
リ
ア
ム
、
ハ
ー
シ

ェ
ル
≦
茸
。
ヨ
＝
ゆ
「
ω
∩
7
ユ
に
よ
達
て
形
見
さ
れ
た
。
ハ
ー
シ
エ
ル
は
自

ら
製
作
し
江
反
射
望
遠
鏡
で
見
得
る
凡
て
の
天
鵬
を
観
測
す
る
目
的
で

黄
道
附
近
を
見
て
居
る
際
、
小
さ
な
圓
盤
欣
に
見
ゆ
る
天
燈
を
見
出
し

た
。
引
画
き
歎
夜
観
測
し
て
、
そ
の
天
体
が
恒
星
の
胴
を
運
動
す
る
こ

ご
を
見
出
し
た
の
で
、
彗
鼠
な
ら
ん
ご
考
へ
て
、
遜
れ
を
嚢
表
し
た
。

然
る
に
レ
キ
セ
ル
r
o
×
o
＝
が
此
の
新
天
体
の
軌
道
を
計
算
し
て
見
る
ご

拗
物
線
こ
な
ら
な
い
で
、
殆
蹄
圓
に
近
き
軌
道
を
有
す
る
こ
ざ
が
明
か

ご
な
っ
た
の
で
、
此
れ
は
我
太
陸
系
に
属
す
る
新
し
い
遊
星
こ
い
ふ
こ

ご
が
確
定
し
た
。

　
ハ
ー
シ
エ
ル
以
前
に
此
の
遊
星
が
全
く
天
丈
導
者
の
目
に
入
ら
な
か

っ
た
も
の
か
如
何
う
か
を
調
べ
て
見
る
ご
、
以
前
に
．
既
に
見
た
人
が
あ

る
。
例
へ
ば
フ
ラ
ム
ス
テ
イ
ー
・
ド
「
冨
ヨ
。
。
8
①
α
は
す
で
に
一
六
九
〇
年

に
観
て
み
る
θ
叉
r
①
ヨ
。
弓
尋
は
、
一
七
六
入
一
一
七
六
九
年
の
閥

に
少
く
共
十
二
回
此
の
星
を
観
察
し
て
居
る
が
何
れ
も
そ
の
蓮
動
に
無

が
付
か
な
か
っ
た
。
天
王
星
は
衝
の
時
に
は
六
等
星
の
光
輝
を
有
し
て

居
る
の
で
、
其
の
位
置
を
知
っ
て
居
れ
ば
肉
眼
で
も
直
る
こ
ご
が
出
來

る
。
墓
遠
鏡
で
は
淡
き
鮮
色
の
小
婦
に
見
わ
ご
。
地
球
上
の
運
動
は
他

の
遊
星
よ
ウ
は
遅
い
。
こ
れ
は
黄
道
を
一
週
す
る
に
八
十
四
年
を
要
す

る
が
爲
め
で
、
一
年
朋
　
程
運
動
す
る
。

　
吾
八
か
ら
の
、
距
離
が
還
き
爲
め
、
自
轄
週
期
、
表
面
の
状
態
等
は

正
確
に
知
る
こ
ご
が
出
身
な
い
。
表
面
に
は
微
か
な
帯
状
の
筋
が
あ
る

丈
で
他
に
は
何
も
見
ね
な
い
。
導
燈
を
認
め
九
こ
い
ふ
人
も
あ
る
が
、

永
績
的
の
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
從
っ
て
、
之
の
斑
鮎
を
目
標
こ
し

て
自
軸
週
期
を
決
．
普
し
た
人
も
あ
る
．
か
、
そ
の
値
も
、
渉
の
程
度
迄
飯
悟

用
さ
れ
る
か
は
疑
は
し
い
。
自
轄
週
期
こ
し
て
最
も
信
．
用
し
得
る
も
の

こ
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
米
國
の
ロ
ー
エ
ル
r
o
≦
o
＝
が
一
九
＝
一
年
に

分
光
器
を
用
ひ
て
得
た
も
の
で
あ
ら
う
。
吾
々
よ
ウ
見
で
親
線
の
方
向

に
或
る
傾
き
を
有
す
る
軸
の
周
り
に
廻
聾
し
て
居
る
天
謄
が
め
れ
ば
、

そ
の
直
径
の
一
端
は
吾
人
に
近
づ
き
、
他
端
は
古
人
よ
ウ
遠
か
る
。
從

っ
て
両
端
よ
り
黙
る
光
を
分
光
器
で
ス
ペ
ク
ト
ル
に
分
零
し
て
量
れ
ば

ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
移
動
が
あ
る
筈
で
、
そ
の
移
動
の
大
さ
を
測
定
せ
ば

親
線
の
方
向
の
速
度
が
知
れ
る
か
ら
、
直
経
を
知
る
こ
ご
に
よ
っ
て
自

轄
の
週
期
を
決
定
す
る
こ
ご
が
出
認
る
。
こ
れ
が
ロ
ー
エ
ル
の
用
ゐ
起
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原
理
で
、
こ
れ
か
ら
天
王
星
は
十
時
間
ご
四
十
五
分
の
週
期
で
、
地
球

ご
反
封
に
東
か
ら
西
に
、
換
言
せ
ば
天
王
星
の
北
極
か
ら
見
て
、
時
計

の
針
ご
同
方
向
に
自
轄
し
て
居
る
こ
ご
を
見
出
し
た
。

　
天
王
星
の
軌
道
の
要
素
が
風
定
・
せ
ら
れ
て
、
其
星
の
年
々
の
位
置
を

表
示
し
た
も
の
が
出
潮
た
。
然
る
に
、
始
め
の
内
は
、
理
論
よ
り
出
し

た
星
の
位
置
ご
襯
測
し
た
位
置
ご
は
一
致
し
て
居
た
が
漸
々
に
一
致
し

な
く
な
っ
た
。
そ
の
差
は
年
ご
共
に
大
き
く
な
っ
て
行
く
。
表
を
修
正

せ
ん
ご
、
試
み
た
人
も
あ
っ
た
が
、
一
致
の
程
度
は
盆
穿
き
（
な
る
。

そ
こ
で
一
入
二
ケ
年
頃
か
ら
、
こ
れ
は
天
王
星
の
外
側
に
夏
に
他
の
遊

星
が
め
つ
て
、
其
の
引
力
の
た
め
に
理
論
ご
観
測
ご
が
一
致
し
な
い
の

で
は
な
い
か
、
ご
云
ふ
考
へ
が
多
く
の
學
者
の
心
に
淳
ん
で
楽
だ
。
然

ら
ば
如
何
に
せ
ば
此
の
未
知
の
惑
星
を
猶
見
し
得
べ
き
か
、
ご
い
ふ
問

題
か
當
然
起
っ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
輩
に
至
る
ご
、
非
常
に
面
倒
な

数
學
上
の
困
難
を
俘
ふ
た
め
、
到
底
解
く
事
が
出
立
な
い
も
の
こ
し
て

多
N
の
學
者
が
躊
躇
し
て
居
た
。
此
の
問
に
理
論
上
の
位
置
ご
、
實
際

の
位
置
ご
の
差
は
盆
大
き
く
な
っ
て
一
入
四
〇
年
頃
に
は
其
差
が
弧
度

で
二
分
以
上
に
な
っ
て
來
」
た
。
斯
の
如
き
事
情
が
あ
る
問
に
、
吉
年
の

燃
ゆ
る
が
如
き
聖
心
ご
不
屈
の
慧
氣
ご
を
以
て
此
の
問
題
の
解
決
に
手

を
つ
け
た
二
人
の
學
者
が
あ
っ
た
。
　
一
人
は
漸
時
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
大
學

々
生
で
あ
っ
た
ア
ダ
ム
ス
》
愚
臣
ヨ
ω
で
、
他
の
一
人
は
パ
リ
天
寺
号
の

ル
ベ
リ
エ
ー
r
Φ
＜
9
臥
ゆ
『
で
あ
っ
た
〇
二
人
は
、
同
一
の
假
定
部
．
ち
、

天
王
星
の
餐
位
は
、
天
王
星
の
軌
道
の
外
側
に
あ
る
未
知
の
遊
星
の
引

力
に
よ
る
も
の
な
り
、
こ
の
假
定
の
元
に
濁
立
に
、
未
知
の
遊
星
の
存

在
す
べ
き
天
球
上
の
位
置
を
算
出
し
て
、
相
似
だ
る
結
句
に
到
達
し
た

ア
ダ
ム
入
の
方
が
少
し
早
く
観
究
を
始
め
二
ヶ
年
問
非
常
に
複
雑
な
る

計
算
を
な
し
た
る
後
に
一
八
四
五
年
に
其
結
果
を
得
、
聰
れ
を
ケ
ム
ブ

リ
ツ
ヂ
天
丈
憂
長
チ
ャ
リ
ス
9
0
≡
し
・
に
報
告
し
て
捜
索
を
依
頼
し
た

當
時
チ
ャ
リ
ス
の
手
元
に
其
部
分
の
精
密
な
星
圖
が
無
か
っ
た
の
で
、

チ
ヤ
リ
ス
は
、
勉
リ
ニ
ツ
チ
天
丈
憂
長
エ
ア
リ
ー
碧
受
に
ア
ダ
ム
ス
を

紹
介
し
た
∪
然
か
し
當
時
エ
ア
リ
ー
は
暦
に
引
す
る
複
雑
な
る
研
究
を

し
て
居
た
の
こ
、
一
つ
に
は
、
天
王
星
の
距
離
の
攣
化
に
付
い
て
の
質

問
に
封
ず
る
ア
ダ
ム
ス
・
の
答
へ
が
明
瞭
を
敏
い
だ
こ
い
ふ
様
な
こ
ご
で

ま
だ
名
聲
を
知
ら
れ
ざ
る
轡
年
ア
ダ
ム
ス
の
研
究
を
重
（
愚
な
か
っ
た

の
で
、
其
の
儘
、
ア
ダ
ム
ス
の
研
究
は
机
上
に
放
置
さ
れ
て
居
た
。
チ

ヤ
リ
ス
は
此
の
未
知
の
星
に
輸
し
て
規
則
的
に
捜
索
を
な
さ
ん
ご
し
、

た
が
そ
れ
に
は
先
づ
其
の
部
分
の
星
圖
を
製
作
し
や
う
、
こ
し
て
非
常

な
る
努
力
を
以
て
、
一
入
四
六
年
七
月
二
十
日
よ
う
数
週
問
を
質
し
て

三
千
個
以
上
の
星
を
観
測
し
て
、
其
材
料
を
整
理
し
始
め
た
。

　
此
の
闇
に
パ
リ
の
ル
ペ
リ
エ
ー
は
ア
ダ
ム
フ
の
此
の
研
究
を
全
く
知

ら
す
し
て
、
同
一
の
闇
題
の
研
究
を
進
め
、
一
入
四
六
年
六
月
に
其
結
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果
を
游
士
院
に
て
装
表
し
た
。
不
幸
に
し
て
ル
ペ
リ
エ
ー
の
手
．
兀
に
は

其
部
分
の
星
圖
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
の
親
友
で
ベ
ル
リ
ン
天
下

皇
に
居
る
が
ル
レ
O
o
＝
Φ
の
所
に
は
其
の
星
圖
が
有
る
こ
ご
・
思
び
彼

れ
に
宛
て
・
、
書
を
怒
り
「
黄
経
三
百
二
十
六
度
の
方
向
に
望
癌
鏡
を

向
け
な
ば
、
そ
の
附
近
に
九
等
星
の
光
度
を
有
す
る
星
が
存
在
す
べ

し
」
ご
告
げ
て
短
章
を
依
頼
し
た
。
此
の
書
面
は
同
年
九
月
二
十
三
日

の
書
頃
ガ
ル
レ
の
手
許
に
達
し
た
。
幸
ひ
此
の
日
ベ
ル
リ
ン
に
て
、
丁

度
依
頼
さ
れ
た
る
部
分
の
星
圖
が
予
行
さ
れ
た
。
ガ
ル
レ
は
ル
ペ
リ
エ

碧
が
歎
學
者
こ
し
て
の
オ
能
を
持
っ
て
居
た
の
で
、
早
速
望
漠
鏡
の
手

入
れ
を
し
て
、
夜
に
入
る
ご
直
ち
に
捜
索
し
始
め
た
。
捜
索
す
る
こ
ご

三
十
分
煙
り
に
し
て
、
ル
ペ
リ
T
i
が
指
定
し
た
る
位
置
よ
う
一
度
以

内
の
所
に
、
星
圖
に
な
き
一
星
を
嚢
見
し
た
。
翌
晩
の
観
測
に
て
、
そ

れ
が
恒
圖
の
間
を
非
常
に
早
（
蓮
動
し
て
居
る
こ
ご
に
よ
っ
て
遊
星
な

る
こ
ご
を
確
か
め
た
。
こ
れ
が
海
王
星
で
あ
る
。

　
チ
ャ
リ
ー
は
未
だ
観
測
の
結
果
の
整
理
が
終
ら
な
い
内
に
新
遊
星
螢

見
の
報
告
を
受
取
つ
た
の
で
、
早
速
観
測
を
調
べ
て
見
る
ご
、
既
に
八

．
月
四
日
及
十
ニ
ー
4
の
二
回
に
此
の
星
を
観
測
し
て
居
た
。
も
し
彼
が
観

測
を
日
々
整
理
せ
し
な
ら
ば
海
王
星
嚢
見
の
名
答
は
ア
ダ
ム
ス
及
ナ
ヤ

リ
ス
に
與
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
其
後
右
記
鋒
を
調
査
し
て
見
ろ
ご
佛
の
ラ
ラ
ン
ド
は
既
に
一
七
九
五

年
・
五
月
八
日
及
十
口
の
二
回
に
此
の
星
を
観
測
し
明
か
に
位
置
の
攣

化
を
認
め
て
居
る
。
然
る
に
彼
は
、
前
日
の
結
果
は
槻
測
の
誤
り
な
り

こ
し
て
抹
殺
し
て
居
る
。
彼
れ
が
斯
（
信
じ
た
の
は
無
理
も
な
い
こ
ご

で
、
既
に
知
ら
れ
た
る
遊
星
が
我
が
太
陽
系
の
限
界
で
あ
る
か
の
や
う

に
見
ぬ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
海
　
星
の
獲
見
は
牛
世
紀
黙
れ
た
。

　
海
王
星
は
太
陽
よ
り
二
十
八
億
哩
距
り
、
光
が
地
球
に
來
る
に
も
四

時
問
を
要
す
。
其
公
輔
週
期
は
百
六
十
四
年
で
あ
る
。
か
・
る
猿
距
，
離

に
存
在
し
て
居
る
が
、
ニ
ユ
f
ト
ン
の
萬
有
引
力
は
精
確
に
働
い
て
居

る
。
此
の
結
果
轟
逼
星
の
微
小
な
る
攣
化
に
よ
う
て
、
理
論
的
に
海
土

星
が
獲
見
さ
れ
た
。
實
に
こ
の
事
は
、
理
論
天
質
學
の
大
な
る
勝
利
を

語
る
も
の
で
あ
る
ご
共
に
萬
有
引
力
の
微
妙
さ
を
驚
嘆
せ
す
に
は
居
ら

れ
な
い
。

　
海
王
星
は
肉
眼
で
は
見
ね
な
い
。
望
遠
鏡
で
は
八
等
星
の
輝
き
を
有

す
る
小
圓
に
見
ぬ
る
が
、
遠
距
離
に
あ
る
た
め
、
自
発
週
期
、
表
面
の

皆
無
等
は
明
か
で
な
い
、
米
國
の
ホ
ー
ル
　
エ
窪
は
漁
三
星
の
表
面
の

光
輝
が
週
期
的
の
攣
化
を
す
る
こ
ご
を
見
出
し
た
。
こ
れ
は
反
射
面
の

性
質
が
一
様
で
な
い
か
ら
で
あ
る
こ
し
て
、
そ
の
週
期
か
ら
日
韓
週
期

を
見
出
し
て
七
時
五
十
分
こ
い
ふ
値
を
得
て
居
る
。
天
王
星
に
も
光
度

の
週
期
的
愛
化
を
見
た
人
が
あ
る
。

　
衛
星
は
風
諭
星
は
四
個
、
海
王
星
は
一
個
を
有
し
て
居
る
。
天
止
幽
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畑

の
衛
星
の
内
二
個
は
、
天
ギ
．
星
の
装
見
者
た
る
ハ
ー
シ
ェ
ル
に
よ
っ
て

一
七
八
七
年
に
装
見
せ
ら
れ
、
残
り
の
二
個
は
一
入
五
一
年
に
ラ
ッ
セ

ル
r
o
ω
も
・
巴
に
よ
っ
て
磯
見
せ
ら
れ
た
。
直
種
は
何
れ
も
一
干
哩
以
下

で
あ
る
。
海
不
．
星
の
衛
星
は
同
じ
く
・
一
ツ
セ
ル
に
よ
っ
て
一
八
四
六
年

に
装
見
さ
れ
た
。
大
さ
は
二
千
哩
内
外
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
衛
星
に
就

い
て
特
に
注
意
す
る
こ
ご
は
そ
の
蓮
動
が
他
の
遊
星
の
衛
星
ご
は
方
向

が
逆
に
な
っ
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
。
邸
ち
天
趣
星
の
衛
星
の
軌
道
両
は

何
れ
も
主
星
の
軌
道
面
ご
九
十
入
度
内
外
の
角
を
し
て
居
る
の
で
、
圭

星
の
北
極
よ
う
見
て
時
計
の
針
ご
同
方
向
に
廻
平
し
て
居
る
。
海
ヂ
星

の
衛
星
も
同
量
で
、
山
土
星
の
軌
道
面
ご
百
四
十
二
度
の
角
を
な
す
準
面

内
に
公
卜
し
て
居
る
。

先
目
　
新
橋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
迄
用
達
し
に
行
っ
て
、
漸
う
遽
を
夏
の
夕

の
銀
座
ま
で
ま
は
っ
た
ら
、
「
星
座
の
親
し
み
」
が
警
醒
肚
の
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
に
な
ら
ん
で
居
た
の
で
、
私
も
第
二
版
を
羊
に
入
れ
ろ
こ
ご

が
で
き
ま
し
た
、
天
文
の
墨
生
の
冷
か
な
眼
に
も
星
は
美
し
い
封
象
で

す
が
、
同
時
に
い
つ
ま
で
も
子
供
の
氣
で
居
る
、
私
に
は
、
タ
　
ー
ル

の
歌
が
何
こ
な
く
面
白
く
な
り
ま
し
た
。
さ
よ
な
ら

　
　
七
月
三
日
　
　
　

百
濟
教
献

　
山
　
本
　
模

「
宇
宙
物
理
」
の
問
答山

　
本

一
　
清

　
（
理
る
日
の
午
後
、
客
間
に
て
）

客
「
宇
宙
物
理
學
研
究
の
た
め
御
留
出
ご
や
ら
で
…
…
」

生
鮮
　
「
有
難
う
。
」

客
「
い
っ
た
い
、
宇
宙
物
理
こ
い
ふ
の
は
何
で
す
」

圭
人
「
ハ
・
・
、
讃
ん
で
字
の
如
し
、

客
「
へ
！
エ
。
わ
か
っ
た
や
う
で
、
わ
か
り
ま
せ
ん
子
。
」

主
人

客
「
そ
れ
ぢ
や
、
何
故
、
天
・
交
學
ご
言
は
な
い
の
で
す

主
人
「
イ
ヤ
、

　
ご
、
ち
よ
っ
ご
或
る
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

　
天
交
學
の
一
傾
向
な
の
で
す
。
一
御
存
じ
の
通
う
、

　
ふ
も
の
は
非
常
に
古
い
學
問
で
、
実
需
は
、

宇
宙
の
物
理
學
な
の
で
す
。
」

　
　
「
つ
ま
う
天
丈
學
の
こ
ご
な
の
で
す
よ
、
謳
い
意
味
の
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
雪
交
學
で
も
好
い
の
で
す
が
、
今
、
宇
宙
物
理
こ
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り
過
れ
が
近
頃
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
丈
學
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
ゆ
る
…
幾
日
年
以
鵡
酬

　
に
も
遡
る
の
で
す
が
、
其
の
大
昔
し
か
ら
、
す
つ
ご
降
っ
て
、
第
十

　
八
世
紀
の
末
ま
で
、
堤
脚
學
者
は
皆
、
天
艦
の
位
置
ご
遊
動
ば
か
う

　
を
問
題
こ
し
て
居
た
も
の
で
す
。
」

客
「
な
る
ほ
ど
。
」

圭
人
門
ご
こ
ろ
が
、
此
の
天
体
の
位
置
や
蓮
動
の
み
を
問
題
こ
し
た
天


